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埼玉県工業用水源地域調査荒川水系水文測量調査報告

　　　　　関東西部地域調査第3報

工業用水調査グループ
、

Hydrogeogmp血ical　Investigation　of重血e　River　Arakawa　for　IndustriaI

　　　　　　Water　SupPly　in　Saitama　Prefect皿e
　－丁血e3rd　Report　on伍e　Westem　Part　oだKwanto　Distriet～

By

Cooperative　Group　of　Hydrogeology　for　Industrial　Water　Supply

Abstract

　　In　the　northeastem　part　of　T6ky6and　the．southem　part　of　Saitama　prefecture，the

g∫oundwater　is　utilized　in　a　high　degree　for　fabric　industrial　water　supply，and　so　that　it　is

a　very　important　project　to　asshme　the　supPly　quantity．

　　By　the　measurement　of　discharge　of　the　river　Ara－kawa　at　low　water　pehod　ln　the

summer　of1956and　the　winter　of1957，the　var量ation　of　stream　quantity　along　the　longi－
tμdinal　section　of　the　surface　flovレof　the　river　is　investigated．　The　influential　water　seepage

of　the　stream　amounts　to3．33m3per　second　between　Oshikirj，Misho　village　and　Kuge，

Kumagaya　city。

　　　　　　　　要　　旨
　1．工業用水源地域調査の一環として，荒川水系，荒

川本流および入間川の一部について水文測量調査を行つ

た。

　2．　この報告は水文測量調査として実施した表流流量

．の測定，荒川本流に沿つた井戸水位測定，および横断水

準測量の結果について記載したものである。

　3．この調査の結果荒川本流において大里郡御正村押

切地先から熊谷市久下地先に至るまでに，・上流側押切地

先の表流流量の76．0％に相当する水量3．331m31秒が伏

没し，その一部が両岸流域の地下水として供給されてい

ることが認められたほか，部分部分の表流水と両岸地下

水との交渉関係が明らかになつた。

　4．　この調査結果になお補足調査を行つたうえ，関東

西部地域全体とLてとりまとめる予定である。’

1．まえがき

　江戸川を含む利根川と荒川とは京浜・京葉工業地帯の

用水源としてきわめて大きな役割を果している。特に地

下水を主水源としている東京都江東・都北および埼玉県

南部一帯の工業地帯の用水は荒川水系の水と深い関連に

ある。すでに東京都江東・都北地区の調査結果について

述べたように，この附近を見舞つている著しい地下水圧

力面の低下と地盤沈下の現象とは利用量の激増に直接の

原因があるということができるが，その根本の原因は荒

川表流と密接な関連にあると考えられるので，将来この

地帯に充分な水保全計画を行うためには，まず荒川の表

流水と地下水との交渉関係についての詳細な基礎資料が

必要となる。工業用水調査グループではこうした点を目

標として，埼玉県内工業用水源調査の主要な部分として

荒川水系の水文測量調査を行つた。これらはさらに深く

検討されるべきいくつかの問題を含んではいるが，関東

西部地域調査の一環としてこ壇こ31年度の調査成果を

記し，今後の参考に供したい。

　なお本報告はそのうちの荒川本流および一部入間川を

中心とした分であつて，別に荒川右岸小支流群の分を報

告する予定である。

調査作業実施に際して種々お骨折り頂いた埼玉県庁関

係各位に厚く御礼申上げる。

2．調査規模

2．1　調査の範囲および種類　　・

調査範囲は荒川水系荒川および麦流入聞川を主にして

いる（第1図参照，5万分の1地形図，寄居・熊谷・幸

手・川越・大宮参照）。なお水比抵抗についてはこれより

さらに少しく下流まで調査している。この調査の主体と
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第1図荒川水系水丈測量調査範囲と諸河厩流量測定断面位置

なつている流量測定は・荒川本流では秩璽郡皆野町親鼻

地先から入聞郡古谷村古谷本郷地先に至る約50kmの

区間，入間川では比企郡出丸村新渡橋から古谷本郷地先

に至る約5kmの区間について表流流量の測定を行い，

併せて大里郡寄居町から北足立郡北本宿村に至る地帯の

井戸水位測定と若干区間の水準測量を行つた。・

2．2　調査時期および人員

a．河況予察調査，水比抵抗測定

昭和31年6月6目ゲ6月10日　地質部森和雄
　　ヤ
b．水文測量調査

昭和31年7月29日～8月11日　技術部　尾崎次男

ク32年2月11日～3月2日

2．3調査の実績
水比抵抗測定

表流流量測定断面数

井戸水位測定数

横断水準測量断面数

3．荒川水系の概観

グ
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45ヵ所

84断面，

430カ所

7断面

』荒川はその源を東京，山梨，群馬，、埼玉の1都3県の

境界をなすうち，古生層地帯から発して，秩父長瀞の結

晶片岩地帯を流下し，埼玉県大里郡寄居町下流で山間部

を脱し東に向かう。　　　『　　’　　　　　1

　大里郡武川村附近に露出する第三紀層群を過ぎる附近

から両岸はようやくひらけ，、熊谷市附近では幅員1，000

m余におよぶ河川敷を有し，流路は著しく乱れる。荒川

はその名に示すとおり「荒れ川」であつて，かつては幾多

の河道雍遷があつたことが古坤理によつて推定できる。

熊谷市の下流附近では現河道は河川改修にまり流路を南’

東に転じており，これから下流は一路沖積平地を南†し

東京湾に向かつている。荒川本流め流路延長は180km，

川口市から上流の流域面積は3，128、km2を占め，この

うち山地面積は1，566km2，平地面積は1，562km2と

なつている。支流は右岸に入闘川をはじめ吉野川，市の

川などがあるが，これに対し左岸にば砥とんど麦流がな

い。熊谷市およびその対岸大里郡御正村附近には，荒川

河床下の伏流から供給されていると考えられる湧水が，

河川の水源となつているところが散見される。荒川にお

ける表流水の利用は大里郡花園村滝左岸にあつて，6カー

町村の水田を灌概する六堰用水取入口があり，夏季作付

期聞中には表流水の大部分が取水される。取水量の大部

分は左岸に供給されるが，その一部は大里郡武川村束地

先で荒川の河底を横断し，御正用水として右岸流域の農

業用水に使用される。しかしその末端では支流吉野川に

流入し・ふた』び荒川に還元さ恥る・この六堰用水は作

2一（692）



’
埼 玉県工業用水源地域調査荒川水系水丈測量調査報告　（工業用水調査グループ）

o痂・副

£卿o

堰
ヒ

元
荒
川

荒 、、、　一迦趣心

　　　　　｝

　　　　　　
　　　　　劃
＿一噺　　　1『
　　＼河　　　　　1
　　　　　蝕、倣氷路

　　、ノ瓢

寄
居

町

10 　り　　　　　　　　　　の

荒久　　小　　　　江
川　下　　　八　　　　　和

森　　林　　井

ゑ　　　　　　　　　　　　り

平　　　治
方　　　水
町　　　福

”　　　　　　　　　　80　　　　　　　　　卯κ仰

　戸　　新　　　　西
　　田　　荒　　　新
　稿　　田　　　　井
　　　大　　　橋
　　　橘

第2図　荒ハiガ〈系諸河1H綴断方向水比抵抗変｛ヒ

付期間以外は防火用水，雑用水として取水され，冬季調

査時における流量は約3．Om3／秒であつた。

　昭和31年6月上旬，上流から下流に向かつて縦断方

向の水比抵抗を測定した結果を，河川踵離に応じて示し

たのが第2図（第1図に示した範囲よりさらに下流側を

含んでいる）である・．

　全体として下流側漸減の傾向を示しており，豊水期に

おける荒川水系の概況が察知できる。

4．表流流量の測定条件

　4．1　測定時期と測定断面

　a．まず調査は水位変化の少ない夏季の渇水期と，冬

季の渇水期とに行われた。ことに冬季の場合は異例の渇

水にあたつており，充分満足できる測定条件が得られた。

　b．流速計は同種のものであつて，常数の似たプライ

ス型松井式流速計を使用Lた。この流速計は50秒間に

平均された流速が器械的に指示されるので個人誤差が少

ない。

　C．流速測定の方法は，断面水面幅の1／2。としてなる

べく小直間に分けて測定を行い・1目に午前・午後とg

2回の測定を実施している。

　また翌日重複した断面を測定する場合には，流速計お

よび測定者を換えて実施した。

　d．流量測定は荒川下流部から実施し逐次重複測定を

しながら上流部に及んだが，冬季における荒川水位は，

夏季における水位よりも低くそのため河状も異なり，断

面は夏季測定場所と一致しないところもある。

　e．冬季調査の最終日に検討の意味宅，5断面の同日

測定を行つた。

　4．2調査時における降水量および水位

　調査時における降水量は第1表に示す通り夏季および

冬季とも平年より少なく，冬季には昭和31年12月10

日から55日間の晴天目数が続いている。昭和31年1月

の吹上町大芦量水標における荒川の水位は第1表に示し

てあるが，上旬における河川水位は0．82mから漸減し

て，月末では0．63mとなつている。この平均した水位

低下は上流側流域における地下水貯蔵量の減少を示して

いるものと解される。一方夏季晴天日数が続いている期

間中の前記量水標における河川水位は昭和31年7月25

日1m24の水位が急激に低下して月末にはOm67と

なり，その後漸減して8月10目にはOm53の水位を

示し，冬季異常渇水時よりもさらに低くなつている。

　これは六堰用水による取水の影響と考えられる。

5，河川縦断方向における流量測定結果

　5．1　六：堰取入ロ附近における増減

　夏季および冬季測定時には降雨がなく荒川水位は低下

を続けており，、したがつて流量も水位の低下に伴ない減

少していた。冬季荒川本流における大里郡寄居町地先お

よび比企郡大里村小八林地先における流量関係をみる

と，上流側寄居町の流量は，下流側小八林における測定

日より遅れること丁度5目目の流量に相当している。こ

の区聞には両岸からの支流が本流に流入しているし，ま

た六堰用水の取水がある。冬季における六堰用水の取水

量はほ黛一定している。いま5目間を隔てた両者の流量

関係を示すと，

　（寄居町流量＋支流量）一（小八林流量＋六堰流量）

　（6．283十〇．114）　一　（1．755十3．172）＝十1．470m3ノ秒

となつて上流側寄居町の流量の方が多い。夏季における

両者の関係では，寄居町の流量は11．408m3／秒である

が，この流量に相当する水は下流側六堰用水でほとんど

取水されてしまい，六堰直下の流量ほ湧水によつてまか

なわれるo．097m3／秒を示していた。この湧水は下流側

に至るに伴ない増加して，小八林においては1．376m31秒・

の流量となつている。すなわちこのことは上流部六堰で

表流が全部取水され，その直下の河道には流水を認めな

いのであるが，少しく下流に至るに従い，上流部からの　　、

伏流あるいは六堰用水によつて高められた両岸の地下水

が河川敷に排水されて表流が増加している関係を示して

いるのである。また一般に冬季無降雨時期における表流

流量は，その流域からの地下水湧出量と考えてさしつか

えなく，流域の増加に伴ない流量を増加するが，小八林

3一（693）
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第1表　熊谷市における降水量および
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第3図荒川水系水丈測量調査要図

においてはむしろ久下との間で1。470m旦／秒の流量が減

少している。これは上流側における表流が小八林に至る

までの間に河床下に伏没する．ものと考えられる。このよ

うに地下水位と表流水位との関係によつて，同一区間で

・も夏季および冬季における表流流量の増減が明らかに異

なつた結果を示すことがわかる。

　5．2　全体の測定結果

　異なつた2つの時期における測定結果は，それぞれ第

2表および第3表に示した通りである。

　いまこれを要約すると次のようになる。

1．六堰上流部における岩盤地帯では，夏季および冬

季における測定の結果，同一断面における水量は異なる

　　　　　　　　　　　　　　　　　旨が，増減の傾向は夏季・冬季ともに同様である。・

2．六堰を挾んでのうえ，下流間において，夏季には

1．738m3ノ秒の伏没，冬季にはL233m3／秒の増加と，反

対の結果が認められる。

3．六堰下流から小八林に至る間では，武川村本田か・

ら下流押切までに夏季増加，冬季減少の傾向がみられる

4一（694）
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大芦量水標における荒川水位

（手業用水調査グループ）
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　ゲ　　　　〃

武川村　東

　ゲ　　　　　ゲ

本畠村畠申

武川村本田・

ゲ　花園村　滝

ヴ　武川村　東

ゲ　　　　　グ　　　　　ゲ

測定目時

31．8．9

　ゲ

　　グ

31．8。8

　グ

　ヴ

31．8．7’

　　グ

　　グ

31．8．6
　グ

　〃

　　ゲ

　　グ

　　グ

31．8．5
　　〃

　　グ

　　ゲ

天候

晴

グ

ゲ

〃

グ

ゲ

流量

（m3／秒）

9．962

11．060

9．950

ゲ

ゲ

ゲ

ゲ

グ

グ

ゲ

グ

グ

ゲ

ゲ

グ

ゲ

11．219

11．408

10．700

11．163

10，786

12．661

流量差（m3／秒）

12．829
（＋）

（一〉

g．025
（一）

2．097

0．097

0．263

12．293
（＋）

0．128
（一）

9．025
（一）

21097

増

1．098

0．189

1．875

0．166

減

1．110

0．708

0．377

水面幅

　（m）

1．738

1．130

33．00

L
2
6
． 00

28．20

28．20

44．50

37．90

37．00

36．00

31．20

最大深

　（m）

31．00

4。50

1．20

11．00

6．50

31．00

0．78

1．05

0．95

0．95

0．76

0．71

0。74

1、3b

O．82

0．79

1．60

1．50

0．32

0．20

0979

4．50、1．60

1．20　1．50

断面積

　（m2）

14．705

16．780

16．675

17．379

21．027

19．395

20．270

25．080

19．820

18．800

7．200

1．800

1．860

1．013

19．930

7．200

1。800

河床の

妹況

　礫

礫お零
び岸

　礫

グ

グ

ゲ

　〃

砂およ
び礫

　礫

　ゲ

コン’ク

リート

　グ

礫

　ゲ．

グ

コじ／ク

リート

　ヴ，

河岸の状況

左岸

高水敷

　ゲ

　グ

グ

グ

ゲ

ゲ

ク

〃

　1ゲ

コソク
リート

　ゲ

高水敷

　ヴ

ゲ

コレ／ク

リート

　ク

．右岸

高水敷

　ゲ

　グ

ケ

ゲ

ケ

　〃

　崖

高水敷

　ゲ

コyク
リート『

　ケ

高水敷

　ケ

ゲ

コγク
リ帥ト

　グ

5一（695）



地
、 質調査所月報（第8巻 第12号）

番
号

9

10

10

11

12

13

13

14

14

15

16

16

17

18

18

19

20

20

211

22

水路名

荒　川

　湧水

　支流

荒　川

　ケ　，

　ヴ
　湧水

荒　川

　グ
吉野川

荒ノII

　支流

荒　川

ク

支流．

、ゲ

ヴ・

　ケ　　’

市ノ川

　支流

　用水

荒　川

　ゲ

　〃

　：支流

　グ

　　ゲ

　ヴ

荒　川

　グ

　グ

ン澗川

撃
荒垣、

　　ノ
測　定　揚　所

大里郡武川村本田

　グ　御正村押切

　ケ　　　　　ゲ　　　　　ケ

熊谷市　　　久下

大里郡大里村小八林

　ゲ　　　　　ケ「　　　グ

北足立郡吹上町五反田

騨耀』御成橋

敵年朋

言1．8．5

　グ

　　グ

　1グ

31．8．4

　　グ

　　グ

31．8．3

　グ

　ケ

　ゲ　　　　ケ　　　　ゲ

北足立郡北本宿村
　　　　　高尾河岸
　ゲ　　グ　石戸宿，

　グ　　　　ケ　　　Fケ

比企郡川島村小見野

　ゲ　八ッ保村
　　太郎右衛門河岸
北足立郡川田谷村
　　　　　　、樋の詰

ケ　　　　グ　　　　グ

　グ　平方町平方橋

入間群古谷村蔵根

ゲ　　　　ゲ　　　　ケ

グ　　　　ケ　　　　4

ケ　　ク古谷本郷，

31．き．2

　ク

　〃

31。8．1

　グ

＿　ヴ

　4　、

　〃
　1グ

31．7．31

　　ケ

　グ

　グ

　グ　，

　グ

　グ

31．7．29

　ゲ

　グ

　以

　〃

天候

晴

ケ

グ

ゲ

一
ケ

ケ

グ

ク

ゲ・

ク

ク

グ

ヴ

ケ

，ク

ク

グ

ケ

グ

ク

〃

グ

ゲ

グ

グ

ク

グ

グ

ク

ク

ケ’

グ

グ

グ

ケ

流量

（m3／秒）

0．269
（＋）

OF．148

（＋）

0．026

0．395

0。293

0．460
0．217

0．557
（十）

0．039
1．011

1．376
（＋）

2．467
4．380

（＋）

0．120
41743

3．844
（＋）

0．008
4。202

4．1G9

6．526
（＋）

ρ．709
（＋）

0．013
、（一）

9・247

7．085

7．489

流鼻差（m3／秒）

増

0．245

0．415

0．537

0．243

0．356

0。084

0．404

7．469・
（十）

0．069
（→一）

0．113
（＋）

0．089
（十）

0．036

　　　1．779
9．555

8．936

10．944

（十）

7．284
（十）

0．085
（十）

0．083

18．896
0．500

減

0．120

0．093

一
〇
．
6 19

水面幅

　（m）

6．50

7．50
6．00

1：18

36・90

11．00

11．20

7．00

26。30

32．20

29．50

26．40

，42．30

42．00

10．00

31．30

25．60

27．70

56．00

33．00

34・09

43．20

45．50

最大深

　（m）

0．20

0．40
0．24

0．45
0．26

0．26

0．32

0．37
1．18

’
0
． 84

0．45

断面積

　（m3）

0。947

2．083
1．050

2．382

1．010

6．340
0．162

2．430

河床の
状　況

河岸の状況

左岸

礫　「高水敷

ク　　　　　　ケ

ケ　　　　　　ゲ

ケ

ゲ

ゲ

ゲ

2．1947

6．082

10．335

9．807

0．39　　7．800

　　　0．028

0・9＄一15・900

0．54，　11．623

0．72

0．24

0．75

0．92

1．00

0．67

0．79

0，87

0，694

1．28

16．525

1．340

15．070

17．557

20．153

24．580

20．750

23．240

18．072

31．940

7
泥

砂

ケ

ク

ゲ

ヴ

ヴ

4

ケ

，ケ

粘土お
よび砂

ゲ

砂

ゲ

ケ

ゲ

グ

〃

　グ
堤防ρ

高水敷

　ケ

〃

ゲ

4

〃

〃

グ’

ケ

ケ

ケ

　ヴ

、ノ

　グ

右岸

高水敷

　ケ
　ゲ

グ

グ

ゲ

”
、

　グ
堤防

高水敷

　ゲ

〃

ク

ゲ

ケ

〃

ケ

「ゲ

ゲ

ゲ

ク

ゲ

レ

6一（696）



埼玉県工業用水源地域調査荒川水系水蜘量調査報告（蝶肘調査グル」プ）

番
号

23

24

22

水路名

入間川

　グ

　グ

測　定　揚’所
測定年月日 天候

流量

（m3／秒）

流量差（m3ノ粉

、劇減
水面幅

　（m）

最大深

　（m）

断面積

　，（m3）

比企郡出丸村新渡橋　31．7．30　晴　4．347　　　　　　　26．000．9ケ10．440

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．181
入間郡芳野村中老袋　　　グ　　　ク　4．166　　　　　　　40．000．5712．530
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．148
　グ　古谷村蔵根　　　　ゲ　　ゲ　5．314　　　　　　43．oo　o。6114．865

　　　　　註；（＋）は支流の流入，（一）は用水などの流出を意味する。

　　　　　　　流量差の求め方
　　　　　　　｛Q2一（Q1＋Q3）｝呂士q
　　　　　　　q2…・流量差（十のとき檜，一のとき減）

　　　　　　　Q1…・上流側流量
　　　　　　　Q2…・下流側流量
　　　　　　　Q3・一上，下流側間に流入する支流流量

　　　　　　郷表荒川水系諸河ノ嘩断方向流量損聾定結果（冬季の夢）

河床の
状　況

砂

グ

ケ

河岸の状況

左岸i右岸

／

高水敷

　ケ

，ゲ

高水敷

　ケ

　ク

番

号

1

2

3

4

5
－6

6

7

8

8

9

、10

10

10’

11

水路名

荒川

〃

グ

　ドげグ

　支流

　ゲ

荒　川

　グ

　〃　’

　グ　』：支流

　　ゲ
　　ゲ

六堰用水
御正用水

荒　川，

　グ
　支流

荒　川
　湧水

荒　川

グ

グ

グ

測
「 定　場　所

秩父郡皆野町親鼻

グ野主町郵上

大里郡寄居町波久礼

ゲ

グ

ゲ
F

折原村折原

鉢形村立ゲ瀬

花園村小前田

グ

〃

グ

ゲ

グ

　ク　　　　グ

　ゲ　黒田

武川村　東
御正村上新田

本畠村畠山

〃

グ

』
グ

　“F「　　“

武川村　東、

御正村押切

　ヴ、’　　グ　　　　”

　グ　吉岡村万吉

熊谷市　久下

測定年月目

32．2．24
　グ
　7

　グ　．

　ケ

32．2．23

　ケ
　ゲ
　ケ
　ゲ

　ゲ
　ケ

　ケ

32．2．22
　ケ

　グ、

　ケ

　グ

32。2．21

　グ

　ケ

天
候

晴
グ

グ

グ

グ

ケ

ヴ

ケ

グ

グ

グ

グ

グ

ケ

グ

グ

ケ

ク

ケ

グ

ケ

流量

（m3／秒）

　6．283
（十）0．017

（十）0．004

　5．947

　5．413

流量差（m3ノ秒）

1
増

　5．862
　　　　　0．058
　5．920
（十）0．006

（＋）0．026

（十）0．002

（一）2．230

（一）0．942

　　　　　1．233

　4．015F

　4乙260
（＋）0．020

　　　　　0．102
　4，382
（＋）0．039聖

　4．242

4．390

3．883

0。884

0．175

減，

0．357

水面幅

　（m）

29．50

40．，00

39．00

＄9・00

3斗・50

5．00
4．10

43．00

　　　43。50

　　　48．00

0．1791

　　　36．00

0．507

2．8β4

36．80

25．00

22．00

9．00

最大深

　（m）

0．55

0．64

0．81

．0。80

0．50

0．70
0．57

0．43

o・45

0．48

0．43

9・39

0．57

0．39

0．54

断面積

　（m2）

10．245

16．380

20．415

20，779

10．587

3．150
2．641

11，340

11．775

14．720

9．149

8．690

8．000

4．320

3．060

河床の

状況

河岸の状況

左岸

礫　　崖

グ『高水敷

ケ　　　　　グ

　ゲ

　グ

コyク
リート

　グ

礫

　グ

礫およ
び砂

『
礫

　礫・

　ゲ

　ク
砂およ
び礫

グ

コ・ン’ク

リブ

高鳩

ケ

グ

ケ

右岸

高水敷

　ク

　厘・

高水敷

コンク
リート

　ゲ

高水敷

，ゲ

ゲ

〃

ケー

グ

グ

．7一（697）



地質調査所月報（第8巻第i2号）
’
番

号

11

11’

121

12

13

14

14

15

16

61

17

18

18

王9

20

20

21

22

23

24

21

11

　／11

12

13

13

a

b

水路名

荒　川

ゲ

〃

　ゲ
吉野川

荒　川
　支流．

　ケ

　〃

　〃

　ヴ
　：麦流

荒　川

7一

ケ

〃

荒　川
　支流
　，グ

荒　川

　グ

　〃

入間川
　支流

荒　川

入間川
、支流

　グ

　〃

荒　川

ケ鵯

〃

グ

グ

元荒川

　グ

測　定　場　所

熊豆市　　久下

大里郡大里村津田

　グ　　ゲ　小八林

　グ　　　　が　　　　グ

グ吹上町五反、田

鴻巣市馬室御成橋

　ク　　　　〃　　　　グ

北足立郡北本宿村高
尾河岸

　〃　、ク右戸宿

ク　　　　　グ　　　　　ウ’

ケ　川田谷村
太郎右衛門河岸

グ　　グ　樋の詰

〃　　　　グ　　　　グ

　グ平方町平方橋

入問郡古谷村蔵根

グ　　　　ク　　　　グ

，ク　　　　　ヴ　　　　　ケ

グ　ヴ古斧本郷

比企郡出丸村新渡橋

入間郡芦野村中老袋

　〃　古谷村蔵根

熊谷市　　久下

木里郡大里村津国

　ゲ　　グ　小八林

　ク　吹上町五反田

鴻巣市馬室　御威橋

熊谷市　　久下

北足立郡吹上町吹上橋

測定年月日

32．2．20

　　7

　　ゲ

　　ケ

32．2．19
　ゲ

　グ’

　グ
　ク

　ク

32．2．18

　ゲ
　　グ

　　グ

32．2．17

　　ゲ

　　ゲ

32．2．16

　グ
　　4

　グ

　ク

32．2。15

　　グ

　　グ

　　ゲ

32．2．15

　　グ

　グ

32．2．25

　ゲ

　グ

　ゲ

　ケ，

32．2．27

　ケ

註：

天
候

晴

、グ

ゲ

ク

〃

ゲ

ゲ

グ

ゲ

ク

7

〃

グ

〃

〃

〃

〃

ゲ

ク

ケ

グ

ク

ヴ

ク

〃

グ

ゲ

ゲ

ヴ

〃

グ

〃

ケ

グ

〃

7

ゲ

流　量

（m3ノ秒）

1．008

0．329

1．860

1．739

　　1．755
（十） 1．024

　2．587
（＋）0．029

（＋）0．116

　　3．045

　3．454

　3．771
（＋）0．0ψ

　3．801

3．731

5．537

4．552

4．400
0．016

0．018

5．690

4．719

　5．716

（十）3．662

　0．010

　10．452

流量差（m3／秒）

増

0．523

0，313

0．327

0．023

1．806

1．258

1．064

2．743
0．094

3．399

3．109

0．360
0．033

0．553

0．556

0．884

1．383

’
1
． 766

0．611

0．649

0．562

0．160

0．887

0．383

0．038

減

。0。121

0．192

0。985

0．971

水面幅

　（m）

22，00

9，001

30．00

22．00

最大深

　（m）

σ．39

0．54

0．54

0．44

22．00・0．49
8．50　0，55

20．00　0．92

31180

32。00

29．00

43．00

43．00

24．50

22．00

22．00

51．00

32．00

32．00

40．90

36．00

　　　，24．00

　　　41．00
0．290

　　　40．30，

0。057

6．80
1．20

29．50

11．00

6．30

0．35

0．40

0．58

0．65

0．67

0．55

0．80

0．84

0．80

0．76

0．82

0．45

0．95

0．59

0．42

0．45

0．22
0．13

0．44

0．22
0．51

　　1
19．5010。80
　　1
24・0010・26

5．50

12．00

0．57

0．35

断面積

　P（m2）

3．625

2．986

9．667

4．928

5．575
2．530

10．690

6．957

8．010

12．180

：L1．275

101370

10．107

14．402

13．680

26．340

真4・880

16．160

10．845

16・5♀7

8，230

8．996

10．607

0．946
0．130

7．313

－1．300

2．612

9．435

4．075

2．432

2．640

河床め

状況

　礫
砂およ
び礫

　砂

礫およ
び砂

〃

〃

砂

グ
、

グ

ゲ

’
グ

〃

グ

ゲ

　グ

砂およ
び泥

　ク

　ゲ

小礫お
よび砂

　グ

　砂

小礫お
よび砂

　礫
砂およ
び小礫
　礫

砂およ
び小礫

　砂

　〃

泥

礫

河岸の状況

左岸

　「

高水敷

　グ

，グ

グ

グ

グ

ヴ

ケ

ヴ

ゲ

グ

〃

〃

ゲ

〃

ク

〃

ゲ

〃

グ

高水敷

　ゲ　’

　ク

　グ

　ゲ

堤

ヴ

右岸

高水敷

　ゲ

〃

グ

〃

〃

ゲ

ゲ

〃

ゲ

ゲ

“’

ゲ

グ

〃・

ヴ

ク

ク

ゲ

グ

高水敷

　ゲ

　グ

　ヴ

　ケ

流量差，および（＋），（一）は第2表註記に準ずる。

　　　　　　8一（698）

堤

コシ〃

リート



埼玉県工業用水源地域調査荒川水系水文測量調査報告　（工業用水調査グタープ）

　　　　第4表　荒川水系諸河川縦断方向における流量の増減

断面

番号

1

2

3

4
，5

，6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

11

12

13

14

測定時期

測定場所

秩父郡皆野町親鼻

　7野上町野上
大里郡寄居町波久礼

　グ折原村折原

　ヴ鉢形村立ケ瀬

　〃　花園村小前田

　　グ　　滝

　グ本畠村畠山

　グ　　　本缶

　「グ　御正村押切

熊谷市　久下

大里郡大里村小八林

北足立郡吹上町五反田

鴻巣市　 馬室
北足立郡北本宿村
　　　　高尾河岸

　　ゲ　　石戸宿
北足立郡川田谷村
　太郎右衛門河岸

　　〃　　樋の詰

　グ　平方町平方橋

　ゲ　馬宮村高木橋

入間郡古谷村古谷本郷

比企郡出丸村新渡橋

入間郡芳野村中老袋

　グ古谷村蔵糧

熊谷，市　久下

大里郡大里村小八林

　グ　吹上町五反臼

鴻巣市　馬室

夏　 季

流　量，差

増
（m3／秒）

1．098

0．189

1．875

0．166

0．245

0．415

0．537

0．243

0．350

0．084

0．404

1．779

0．500

1．148

減
（m3／秒）

1．110

0．708

0．377

1．738

0．120

0．093

0．619

0．181

表流流量に
対する割合
　（％）

11．0

10．0

1．7

6．2

3．4

17．2

14。9

171．0

60．0

！7．8

69．5

14．0

5．4

9，1

2．2

5．7

23．8

6．5

2．7

4．1

・27．4

冬　季

流　量’差

増
（m3／秒）

0．058

1．233

0．122

0．402

0．313

0，327

0．023

1。806

1．258

1．064

0．562

0．163

0．383

減
（m3／秒）

0．357

0．534

0．140

3．331

0．192

0．985

0．971

0．290

0．057

表流流量に
対する割合
　（％）

5．7

8．8

1．0

20．8

2．9

3．2

76．0

30．0

、6．9

11．5

9．4

0．7

17．5

28．2

17．1

17．4

20．0

8。7

41．0

4．0

27．7

備 考

流量差の求め方
　｛Q2一（Q、＋Q3）－｝＝土q

　q・…流量差く＋のとき増，一のと
　　　き減
　Q、…・上流側流量
　Q2・…　下流側流量
　Q3…・上，下流側間に流入する支
　　　流流量
　増，減の割合

　　Q2－Q1×100％
　　　Q、
滝断面下流部に六堰あP

小八林断面上流部に右岸支流吉野川の

流入

駄

石戸宿断面下流部に右岸支流市の川の
流入，冬季市の川流量測定欠測

古谷本郷断面上流部に右岸支流入間川
の流入

が，そのほかは夏季，冬季の両測定の結果とも同様の傾

向を示し，その伏没，増加の量は上流側表流流量に対し

！8％から76％にまで及んでいる。特に表流に対する伏

没水量が著しいのは，押切から久下に至るまでの区間で

あり，これに対して久下から下流小八林に至るまでの区

間では，それらの伏没量の一部が河床上に還元され，流

量の増加≧なつて認め昏れている。

5．3　各断面における増減の傾向

各断面間の増減の傾向を一括すると第4表の通りにま

とめられる。

9一（699）

　　1
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6．荒川水系の比流量

渇水期に近い時期における河川流量は，その流域から

の地下水湧出量と考えられるので単位面積当りの流量を

求めておけば，その流域の地下水量を判断する一助とな

りうる。荒川水系における単位面積当りの流量，すなわ

ち比流量を示すと第5表りようになる。

第 5 表

河川名

荒川

市の川

測定場所

大里郡
折原村折原

　グ
　ゲ
花園村黒田

　〃
　グ

　’比企郡出丸入間川
　　村新渡橋・

　　　グ
元荒川

流域面積
（km2）

874．0

ケ

918．8

ケ

ク

1年月日

31．8。8

32．2．24

31．8．7

ゲ8．6
32．2．23

102．8　31．　8．　1

700．0

ヴ

鷲謹籍1・。・

31．7．30

32．2．15

（鵬）1（藷蕩轟

11．408

6．283

12．661

12．829

5．920

10・01305

0．00718

0．01377

0．01396

0．00644

0．709　　0．00689

4．347

2．743

0．00621

0．00392

～

32．　2．27　0．649　　0．07726

　　　　　（流域面積は20万分の1地形図灯ら算出）

　第5表の結果によれば荒川本流では冬季比流量は夏季

　　　　　　　　　ご比流量ゆヒ較して嫡ザノ、に相当しており，これは流域に

おける地下水の湧出量り減少を示していることとなる。’

、また夏季および冬季における荒川本流の比流量は，支

流入間川および市の川などの流域甲それのほ欝2倍に相

当し，荒川流域におけ為地下水湧出量が大きいことがわ

かる。元荒川はその水源を熊谷市荒川左岸堤内地附近に

発し，主として左岸流域にある自噴性掘抜井戸群あ水が

流入しており，下流に至るに伴ない漸次氷量を増加して

いる。元荒川の表流水は夏季には灌瀧用水などに利用さ

れているので流量測定は困難であるが，吹上町吹上橋で

の冬季の流量測定の結果ではo．649m3／秒を示していた。

元荒川の比流量は第5表に示してあるが，荒川本流流域

の比流量に比較して著しい相違があり，前者の比流量は

後者のそれの10倍域上に相当する。本流に比してこの

ように大ぎな相違があることは元：荒川の流域が平地部で

’
あ ることも考慮されるが，地表流域よりも地下流域とし

て，荒川本流の伏流，背面流域からの地下水の湧出，掘

抜井戸の排水な2により表流が酒養されている結果と考

えられる。冬季の調査は異例の渇水にあたづていたの

で，夏季に荒川大橋両岸附近にみられた湧水群も水位低

下のためにほとんど湧水しておらず，たとえ湧水があつ

てもその量は夏季に比較して著しく減少していた。した

がつてこの時期における元荒川の単位面積当りの地下水

湧出量6，675．3m31目／km2は少なくも極小の値を示し

ているものと考えられる。

7．荒川水系の表流水温

表流水の水温は直接気温の影響をうけ，季節によつて

著しく変化する。流量測定の際濁定した水温を上流側か、

ら順に示すと第6表の通りとなり，夏季におけ’る水温は

第6表　荒川水系諸河川縦断方向における水温測定結果

水路名

荒　川、

測定場所

秩父郡皆野町親　鼻

大里郡寄居町波久礼

ゲ折原村折原

ク鉢形村立ケ瀬

昭和31年

目時

80　910一一30

11－40

8　 8
12一一35

13－30
8　 9
9－3010－30

8　 8
10－10
12－0
8　 7
13－014－30
8F　8
10－0
11－0
12－0
13－0

天候

晴

晴

晴

晴

晴

水温気温
（C。）・　（C。）

25．2
26．0

26．2
26．5

25．0
25．5

26．0
27．0

27．1
27．5

26．5
26．8
27．6
28．0

29．6
1
2
9
． 5

32．6
33。5

29．5
29．5

31－．0

32．5’

33．8
33．1

28．5
32．0
33．0
33．4

昭和32年

目時

2　2411－40・
12－45

2　24
11－50
13‘0

天候

晴

晴

水温
（C。）

7．0

6．0

5．3

5．5

気温
（C。）

12．0
10．与

7．5’

8。5一

10一（700）
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水路名
し

測
．

定錫所

　大里郡花園村小前田，

＼■

　　　滝

左支流

左支流

左支流

左支流
押切’

久下

久下左岸，

河敷湧水

小八林

五反田

餓橋

高尾橋

昭和31年

目時

8　7
12　0・14　0

8F6
10　30
11　50の
13　40
14

817
10　15
、1120
13　30・
14　10
8　513 30『

8　5
14　014　40
8　5
15一一〇

8　5‘
9　30
10　0
12　01230

8』4
11　30
12　10

．130
13　30

8『3
10　011　35
8　410 40

11　0
12　0
8　3
10　30

、11　30
12　30

8　2
9　40
10　40
13　30
14　15
8　3
11　10
12　15
13　0－

1
4
0
5

8　2
9　2010　30
11　01211

天候 1水温
（co）

．晴、ll．8．

　28．6

晴

　26。5
　28．1
　28．9
　29．3
晴

　26．6
　28．5
　29．0
　28．1
晴，

　21．5
晴

　22．0
　23。0
晴

　20．0
晴

　28．0
　29．0
　29。0

、30．5

晴．

　26．5
　26．5
　27．0

　25．0

晴1
　釜1：1
晴

　27．0
　27。5
　27．5
晴

　28．4
　26．3
　25．5
晴

　27．5
　29．0
　33．0
　33．0
暗

　31．4
　32．6
　11：§
晴』

　ll：l

　ll：1

気，温

（C。）

32．0
33．1

29．4
31．3

11：8

61．5

11：3

31．3

31・ρ

31．5
30．5

31．0

32．5
33．0
33．5
33．5

31．4
32．5
34．5

き3．0

29．6

31．3

33．0
33．0
34．5

30．5
30．5
31．5

29．0
30？5・

34．0
33．5

31．2
32．2
33．4
29。0

30．0
31．0
31。7
33．5

昭和32年

目時
天候

223晴11　05
12　35

224晴・11　0

　　晴2　23
11　012　10

2輩23晴
11　0
223晴14　0

223晴14　30

221晴11 45

12　40

222晴10モ10
11　20

221』11　20
221晴・
10　0

220晴13 05

、128’騰

219晴10　30
11　45

220・晴
10　0

219晴10　30
11　45

218晴9
．

30

219』
1α3011　35

218晴10　20
11　50

水温
（co）

5．0

6．5

4．0

5．0
6・0、

，11・8

12．8

10．＄

5．5

』6．5

’
3
． 8

、4．0

5．0

5．5

7．0

13．0

5．5

5．5

6．0

5．0

5．0
5・3』

4．5

6・？

気温
（“。～

11一（701）

14．0
11．0

6．0

』
8
． 6
10．0

10．0

8．0

8．5

10．0
12，0

5．5

6。0

9，0

8．0

ド
、

8・0

9．0，1

量：8

1：8

書：§

9．0

10．G



娘調査所、麻 （第8巻

　　’く

第12号）

P
水
路

名 測定場所

北足立郡北本宿村石戸宿

　　　　　　　　　　』｛

　　　　　太郎右衛門

　　　　　　　樋の譜

　平方橋『

詠橋

古谷本郷

昭和131年

　目　時

8　　　1

9　　20

10　　50
13　　10
14　　20
8　　　2

10　　　0
11　　　0
11　　50
13　　　0
14　　50

8　　　1
9　　　0

10　　15
12　　　0
13　　　0

7　　31

10　　　0
11　　30
13　　　0
14　　45
8　　　1

10　　　0・

11　　10
12　　30

7　　31

11　　25
12　　　0
13　　10
14　　15
15　　50

7　　31

10　　　0
11　　20
12　　50、

7　　29

12　　30
14　　　0

第，義

天候

晴

晴

語
、

晴

晴

晴

萌

水温
　（co）

27．6
29．5
32．2
33．0

28．5
29．6
31．0・

ll：8

2815

18：1

32．8

27．7
28．6
30．5
31。5

28．5
30．8
31．5

28．0
28．8
30．Q
29．5
29．5

28．q
30．0
30．0

29．7
30．4

気　温

　（C。）

28．5
29．2

11：1

』
3
0
． 6
1§：1

§1：l

ll：8

§1：l

ll：＆

ll：1

29．5－

31．5
32．4

26，8
27．0
28．0
3115

・32．5

29．5
32．5
33．5

32．3
30．5

昭禾033葦

　日　時

2　　17

10　　　0
11　　　0

2　　18，
10　　30
11－30

2　　17

10　　55
12　　25

2　　16

10　　30
12　　30
13　　05
15　　　0
2　　17
9　　40

1手50
2・　16

10　　40
12　　35
14　　50

2　　16

10　　　0
12　　　0

　∫

2　　14

10　　40
11　　40

巌

』崎

晴

鴫

晴

晴

晴

晴

［
晴

永温
　（C。）

4．0

5．0

4．5

5．5

　！

5．5

、6・5

5．01

1：8

5・0．

6．0

6．5

4．5

4．5
5．0

5．0

5．0

5．5

6．5

気温

　（C。）

表流水温の時間醜変化

最高蒙温
　、～

最低水温
　　（cq）

7。5

7．2

8．0

7。2．

7．5

9．5

鵯
3

3．5

3．5
4．0』

5。0

9。5，

4．0

6．8

4．8

4．0

2．8

7。0

8・5，

測趨所

北足立郡北本
宿村石戸宿

　　　ゲ

　　　ゲ

　　　ケ

　　　ケ

　　　ゲ

　　　ケ

　　　グ

　　　ゲ

天候．目　時

晴 31．8．1
　9h20m

－
1
0
． 50

1
1
3
． 10

．14．20

31．8．2
10．00

11．00

11。50

13．00

14．50

水温

（C。）

27．6

29．5

32．2

33．0

28．5

29．6

3LO
32．0

，34．0

気温

（C。）

28．5

29．2

34．0

32．8

30．61

32二3

33．0

34．0

34．8

測定場所

　　　　大里郡花園
　　　　村渾

　　　　　　ク
5．4

　　　　　　グ

　　　　　　グ

　　　　　　〃

　　　　　　ケ．

5．5　　　　　　グ

恥（叩

天候

晴

目　時

31．8．

10．30

11．50

13．40

14．50

31．810．i5

11．20

13．30

蛎
（C。）

26．5

28．1

28．9

29．3

26，6

28．5

29・9

気塩

（co）

29．4

31．3

32．0

32．0

31．5

32．5

31．0

嘉縄
　　～

最低水温
　　（co）

2．8

＼

2．4
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最高34。C，最低209C，冬季においては最高13QC，最

低3。Cを示L同時期においてもなお著しい水温の差が

みられる。同一箇所におけ’る水温の変化の概略を第7表

に．示してある。

　第7表の両地点問の踵離は約28kmあり，’上流側の

滝における2日間の測定値，および下流側の石戸宿にお

ける2目間の水温測定値の傾両はいずれもほ父一致Lて
1
お
り
，
同 一箇所における表流水温は気温のように大きな

変化はなく午後にならて最高に達している。石戸宿およ

び滝における表流水温を時間的に比較すると，いずれも

下流側の石戸宿における水温が高く，また最高水温と最

低水温との差は石戸宿ではノ5．4～5．5。C，滝では2．4～

2．80Cとなつて下流側における水温変化の割合が上流側

に比較して大ぎい。夏季において上流側の水温が下流側

水温に比して低温であるため，水温の日変化が少ないこ

とは，，本流の表流水温よりも低温を示す支流の水が流入

Lたり，また河底に地’ド水が湧出して本流の表流水と混

合し水温を低下させる原因を作つているものと考えられ

る。このような観点から荒川本流縦断方向の表流水温を

第6表に示した。第6表から夏季久下，小八林，五反田

における水温は他の測定場所の水温に比較して低温を示

していることがわかる。小八林から五反田までの間には

水温24．5。Cを示す支流吉野川が流入するが，久下と小

八林においては夏季低水温を示す地下水および伏流水の

湧出が考えられる。なお夏季調査時における井戸の水温

は最高19。C，最低130Cを示し，14～160Cのものが

多かつた。

第8表　荒川に沿う自由問地下水面の勾配

揚 所 名断緬畑 地表勾配

8．荒川本流流域の地下水位

　昭和31年8月荒川筋に沿つて，大里郡寄居町から北足

立郡北本宿に至る間にあつて400眼の井戸の水位測定を

行い，5万分の1地形図によつて概略の地下水面等葺線

を描いたのが第3図に示してある。この附近一帯には自

由面地下水および被圧面堪下水が分布しているが，自由

面井戸は熊谷市西部から寄居町に至る両岸および大里村

の低地に，下流部左岸では北本宿村を中心とした高地に

六堰一川原明戸
川原明戸一御正村樋春、

樋　　春一吉岡村手島

手　　島一市田村屈戸

屈　　戸一五　反　田

1：540

1：300

1；660

1二350

1：950

1；　375

1；250
1二　350

1：　350

1；1，550

多く分布している。そしてこれら自由地下水の水位は，』

寄居町附近ではおエむね4～5血，北本宿村附近では5

～8m，沖積低地では1～4mとなつてゼる。六堰上流部

および北本宿村一円の自由面地下水は，地表面の勾配に

準じて荒川に向かつて流れており，荒川本流を酒養して

いる。なお荒川に沿つた自由地下水面の勾配は第8表の

ようにまとめられる。

　自由地下水面縦断図によると荒川大橋附近を境とし，

それより上流部では地下水面は深く，雨水も表流も伏没

する。また下流部では上流部の伏流が再現し，自由面地

下水もまた河川敷に湧出する。また熊谷市久下より下流

での地下水面勾配はかえつて地表勾配より急になつてい

る傾向がある。なお荒川両岸における堤内地低地は概し

て堤外地高水敷よりも低くなつている・実測した例を示』

せば，熊谷市外久下附近では3血内外，吹上町大芦附近

では3～6m，鴻巣市御成橋附近で6mといずれもかな

りの差をもつている。また荒川水位と両岸における地下

水面との関係を求めるために．若干の横断水準測量を行つ

たが，その結果によると上流側にあたる久下附近では，

荒川水位は両岸地下水面よりも高く，Lたがつて久下の1

両岸堤内地および堤外地における窪みには荒川上流部み

伏流が湧出して，用水路の水源となつている場合が少な

くない。六芦附近では左岸地下水面は荒川水位よりも高

く，右岸小八林附近の地下水面は荒川水位よりも低くな．

つている。御成橋附近では左岸地下水面は荒川水位より

も高くなつており，右岸堤内地大里村古名附近の地下水．

面は荒川水位とほ全同じ高さである。堤外高水敷にある1
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第5図　第3図のD－E，RG．H－1各横断面における荒川水位と爾岸地下水位との関係

古名新田にみられる地下水面は，堤内地地下水面および

荒川水位よりも一段と高くなつている。荒川は上流部流

域からの地下水の湧出により酒養されるが，熊谷市久下

附近上流部では表流が伏没，浸透し両岸流域の地下水供

給源となつており，主として右岸堤内地に向かつて供給

される傾向がある。

　　　　　　　　（昭和31年6月・》32年3月調査）
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